
 

 

 

高松市立香南中学校 No.492 令和８年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 香南中だより 

謹賀新年

 旧年中はたいへんお世話になり、ありがとうございました。本

日より３学期がスタートしました。教職員一同、今年も生徒一

人ひとりの個性を尊重した活気ある学校づくりに取り組んでまい

りますので、ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

校長 市原 繁樹 

『人間万事塞翁が馬』 

今昔、中国にある老人が住んでいました。その老人は、素晴らしい名馬を飼っていま

したが、ある時その名馬が逃げてしまいます。人々が慰めに行くと、老人は全く悲しん

でいる様子もなく、「そのうちきっと良いこともあるよ」と平気な顔で言いました。数

か月後、逃げた馬が立派な馬を連れて老人のもとに帰ってきました。人々がお祝いに行

くと、老人は 「いや、このことが災いになるかもしれない」と喜んでいませんでし

た。数日後、その立派な馬に乗っていた老人の息子が落馬し、足を骨折してしまいまし

た。人々が見舞いに行くと「いや、このことが福となるかも」と言ってニコニコしてい

ます。しばらくすると、隣国と戦争になりましたが、息子は足の負傷のため兵役を免れ

命が助かりました。 

このように先のことはわかりません。たとえ今うまくいっていなくても将来良い方向 

にいくことだってあります。逆にラッキーなことがあっても次はどうなるかわかりませ

ん。大切なことは、今やらなければならないことに集中することです。油断せず努力を

続けることが大切なのです。今月から３年生はいよいよ私立高校入試がスタートしま

す。１５の春はもうすぐそこです。卒業までの一日一日を大切に過ごしてください。

１、２年生は夢に向かって進んでいる３年生を応援し、今度は自分の番だということを

肝に銘じておきましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 の 行 事 予 定  

日 曜 で  き  ご  と 給食 

１ 木 元日  

２ 金 冬季休業日  

３ 土 冬季休業日   

４ 日 冬季休業日   

５ 月 
冬季休業日 
学校諸費振替日 

 

６ 火 3年第 5回学習の診断  

７ 水 冬季休業日  

８ 木 3 学期始業式 × 

９ 金 
5 時間授業 
常任委員会 

○ 

10 土 入試：高中Ａ  

11 日 入試：高中 B，寒川Ａ，誠陵  

12 月 
成人の日 
入試：高中Ｃ 

 

13 火 入試:坂一 ○ 

14 水 
生徒朝会（任命式） 
部活動中止日 
入試：英明 A，寒川Ｂ 

○ 

15 木 
教育相談週間～1/22 
入試：英明 B 

〇 

16 金 
3 年 3 時間授業 
入試：英明 C，大手前高松 
市教育文化祭展覧会(～18） 

1･2 年○ 

3 年✕ 

17 土   

18 日 
部活動中止日 
入試：尽誠 

 

19 月  ○ 

20 火  ○ 

21 水 部活動中止日 ○ 

22 木 3年5時間授業 ○ 

23 金 ⑥学校保健委員会 ○ 

24 土   

25 日   

26 月 3 年学習の診断総合 1 回 ○ 

27 火 
全校朝会 
水の時間割 
部活動中止日 

○ 

28 水 

火の時間割 
１・2 年短縮 6 時間授業 
3 年短縮 2 時間授業 
3 年進路懇談会  

1･2 年○ 
3 年✕ 

29 木 
１・2 年短縮 6 時間授業 
3 年短縮 2 時間授業 
3 年進路懇談会  

1･2 年○ 
3 年✕ 

30 金 常任委員会 ○ 

31 土   

1 月の部活動終了時刻 17:00 

 
2 月のおもな予定 
 
 ※中止、延期、変更の可能性があります。 
 
３日(火)公立高校自己推薦入試 
５日(木) 新入生・保護者説明会 
９日(月)3 年学習の診断総合２回 

     1･2 年学習の診断  
10 日(火)学年末テスト発表 
18 日(水),19 日(木),20 日(金)学年末テスト 
 

 

長女が結婚し、次女も大学を卒業後、 

就職。そうなれば家族水入らずの旅行 

なんぞできないだろう。そう思い 3 

年前の冬、娘が「スキーに行きたい」 

ということで白馬(長野県)に行ったのが 1 回目。夏には

ジブリパーク、そして冬には台湾に。もうこれでホン

トに最後だろう、と思っていたのに今回、また旅行を

予定していた。突然の家事都合にて今回は中止となっ

たが、家族が企画してくれることはうれしい限りだ。

年末やお盆に娘が高松に帰ってきてくれることだけで

もうれしい。「いつか 4回目の旅行に行こう！」 

年末に「紅白歌合戦」を見ながらドーナツを食べて

いると、１個余った。若いころの自分ならすかさず手

を伸ばして最後の１個を食べていた。でも今は違う。

誰かが食べて喜ぶなら自分は遠慮しよう。素直にそう

思えるのである。これが親心なのか？ 

生徒の皆さんにも大切な家族がある。普段は照れく

さくて感謝の気持ちを表せないかもしれないが、家族

に伝えよう。「いつもありがとう」と。 

長女は N.Y. 次女は 

東京から帰ってくる様 

子もない。高松の家に 

は妻と私の２人暮らし。 

また会話のない毎日が 

続く・・・のかなあ？ 

家族に感謝

JA 共済全国小・中学生書道コンクール香川県予選 
条幅の部 銀賞 小比賀令依 

銅賞 堀川瑚今 
        尾﨑吏桜人 
 
アンサンブルコンテスト香川大会南高松地区大会  
木管三重奏  金賞 

堀川栞愛 穴吹萌果 発知奈優 
金管六重奏  金賞 

奥田菜月 井上愛海 児嶋桜彩 
髙木真優 蓮井優莉奈 鈴木穂香 

打楽器三重奏 銀賞 
池内旭 影山心咲 原田結生 

木管三重奏  銀賞 
立石菜波 白藤望結 釜野愛歌 


